
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 名古屋女子大学短期大学部

設置者名 学校法人 越原学園

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 

共通

科目

専門

科目
合計 

短期大学部 

生活学科 
夜 ・

通信

9

25 34 ７  

保育学科第一部 
夜 ・

通信
50 59 ７  

保育学科第三部 
夜 ・

通信
52 61 ７  

（備考） 

令和 4年度開講科目による単位数を集計（未開講科目については含んでいない） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
シラバス内で教員の実務経験の有無を記載している。 
https://portal.nagoya-

wu.ac.jp/campusweb/slbssrch.do?clearAccessData=true&contenam=slbssrch&kjnmnNo=12 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 名古屋女子大学短期大学部 

設置者名 学校法人 越原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
Web サイトで公開している 

https://www.koshihara.nagoya-wu.ac.jp/about/data/meibo.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 （前）教学顧問 

4 年 

(R4.3.6～ 

   R8.3.5) 

教育関係 

非常勤 私立大学 客員教授 
R5.7.1～ 

R8.3.5 
教育関係 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 名古屋女子大学短期大学部

設置者名 学校法人 越原学園

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

＜シラバスの作成過程＞ 

1 月最終週に自己点検・自己評価委員会シラバス検討作業部会を開催し、次年度シ

ラバスの作成要領及び作成スケジュールを確認する。作成スケジュールに従い、2 月

初めに次年度授業担当者へシラバス作成要領を配布し、シラバスの作成を依頼する(作

成期間約 10 日)。その後全学共通科目は学部長、専門科目は学科長によりシラバスの

記載内容の確認を行い、不備があるシラバスについては指導し修正する。履修登録開

始までに確認と修正を繰り返し、シラバスを完成させる。 

 

＜シラバスの記載内容＞ 

授業科目名、担当者、授業の目的と概要、授業の到達目標、授業計画、学修上の留

意事項、授業外学修の指示、学修 e ポートフォリオ、成績評価基準、テキスト、参考

図書、担当者の実務経験、対象学科専攻、学年、クラス、単位数、開講時期、授業形

態 

 

＜シラバスの公表時期＞ 

 シラバスの公表は、学生の前期履修登録開始と同時に公開する。公開方法は学生ポ

ータルサイト上での公開である。学生は履修登録時にシラバスを確認したうえで、履

修登録を行っている。シラバスの閲覧について一般の方は以下の URL からシラバスを

検索し閲覧することが可能であり、公表の時期は学生と同時期である。 

授業計画書の公表方法 

Web サイトで公開している 
https://portal.nagoya-

wu.ac.jp/campusweb/slbssrch.do?clearAccessData=true&contena

m=slbssrch&kjnmnNo=12 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

 学生の学修成果の評価方法として、期末試験を行っている。期末試験の実施方法は

「筆記」「レポート」「論文」「作品」「実技・実習」等の方法で実施する。期末試験を

受験し不合格となった場合には、「再試験」を行う。 

 成績評価基準は、期末試験やレポートの内容等に基づき、100～90 点を「S」、89～

80 点を「A」、79～70 点を「B」、69～60 点を「C」、60 点未満を「不合格」として、C評

価以上を単位認定している。なお、再試験で 60 点以上となった場合は「C」となる。

 授業ごとの成績評価の方法はシラバスに記載されている。また成績評価の客観的指

標として「ルーブリック」を導入し、授業ごとに「ルーブリック」を作成してシラバ

スに添付し学生に周知している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

各学部において同様の取り扱いをしている。 

客観的な指標として GPA を設定している。 

＜成績値：GP＞ 

最終成績評価（S:4、A:3、B:2、C:1、不認定：0、失格：0、認定：－） 

 

＜GPA の算出方法＞ 

各科目の成績評価を成績値（GP）に換算し、科目の単位数を掛けて、合計単位数を当

該期で履修登録した科目の総単位数でわったもの 

 
    （４×S の修得単位数）＋（3×A の修得単位数）＋（2×B の修得単位数）＋（1×Cの修得単位数）

GPA＝  

                   総履修登録単位数 

 

＜客観的な指標の算出方法の公表方法＞ 

GPA の算出方法は履修要項に記載し、学生へ周知している。履修要項は以下の URL で

公開している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/risyu.php 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

学位授与の方針について、各学部・学科単位でディプロマポリシーを策定している。

策定したディプロマポリシーは、履修要項及び Web サイトに掲載し公表している。

また新入生には履修要項の配布と同時に、新入生オリエンテーション内で学部・学科

の教育目標と方針について説明を行っている。 

卒業の認定は「卒業判定教授会」を開催し、修得単位数および修業年限の確認を行っ

ている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/policy.php 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 名古屋女子大学短期大学部 

設置者名 学校法人 越原学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 

Web サイトで公開している 
https://www.koshihara.nagoya-wu.ac.jp/about/report.php 

収支計算書又は損益計算書 
財産目録 
事業報告書 
監事による監査報告（書） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/hyoka/jikohyoka_tanR1.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/cmn/img/pdf/hyokakekka.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（ 公表方法：Ｗｅｂサイトでの公開 ） 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

（概要） 

 教育研究上の目的は各学科で策定し、Web サイトに掲載して公表している。 

【生活学科】生活学を理論と実践の両面から探究し、人間生活の知識を習得すると共に新

しい時代に相応しい社会生活の知識を学び、「衣生活・食生活・住生活と情報」につい

ての専門技術を身に付け、創造性豊かで魅力ある人間として、社会で活躍できる人材の

育成を目的とする。 

【保育学科】「保育・教育・福祉」の分野について深く専門知識を学び、「命の大切さ、そ

れを守るための優しさ」を体得し、核家族化や地域コミュニティの希薄化が育児に与え

る影響など、さまざまな子育て支援の要望に対応できる福祉マインドを持った人間性豊

かな保育士および幼稚園教諭の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（ 公表方法：Ｗｅｂサイトでの公開 ） 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/policy.php 

（概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

学位授与の方針について、学科単位でディプロマポリシーを策定している。策定したデ

ィプロマポリシーは、履修要項及び Web サイトに掲載し公表している。また新入生には履

修要項の配布と同時に、新入生オリエンテーション内で学部・学科の教育目標と方針につ

いて説明を行っている。 

卒業の認定は「卒業判定教授会」を開催し、修得単位数および修業年限の確認を行って

いる。 

【生活学科】生活に関する領域について、それぞれの専門的立場から貢献できる能力を備

えつつ、理論と実践の両面から学びを探究して、先人の残した体系的知識を体得した学

習成果を通して、将来に展開するための考え方や技能を修得した者に、短期大学士(生活

学)を授与します。 
【保育学科】「福祉マインドを持った人間性豊かな保育士および幼稚園教諭」という保育

の専門職として、社会や家庭で活躍するために、福祉の精神を具現化でき、諸問題につ

いて、他者と協調しながら倫理感を持って自主的に解決策を見出そうと努めることがで

きる能力を身に付けた者に、短期大学士（保育学）を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（ 公表方法：Ｗｅｂサイトでの公開 ） 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/policy.php 

（概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針について、学科単位でカリキュラムポリシーを策

定している。策定したカリキュラムポリシーは、履修要項及び Web サイトに掲載し公表し

ている。また新入生には履修要項の配布と同時に、新入生オリエンテーション内で学部・

学科のカリキュラムポリシーについて説明を行っている。 

【生活学科】生活学および情報・ビジネス・被服・食物に関する諸領域について、それぞ

れの専門知識・技術を身に付け、創造性豊かで魅力ある人間として、社会で活躍できる

人材の育成を実現するため、家庭生活や現代社会、情報社会に関わる生活学およびＩＴ

リテラシー等に関する「学科基礎科目群」と、各分野での専門性を活かした「学科専門

科目群」により授業を段階的に構成しています。 

【保育学科】「福祉マインドを持った人間性豊かな保育士および幼稚園教諭」を育成する

ために、５系列（福祉の理論、こころとからだの発達・健康、保育と教育の理論、保育



  

と教育の内容・技能、保育と教育の実践）に分類した「学科専門科目」でカリキュラム

を構成しています。さらに、保育者としての総合的な知識と資質を養成するために、少

人数教育型で進める授業を設けています。このように、基礎から実践・応用に発展する

ような教育課程を組んでいます。 

入学者の受入れに関する方針（ 公表方法：Ｗｅｂサイトでの公開 ） 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/policy.php 

（概要） 

入学者の受入れに関する方針について、学科単位でアドミッションポリシーを策定して

いる。策定したアドミッションポリシーは、Web サイトに掲載し公表している。 

【生活学科】 

１ 教育目的・人材育成目標 
生活学を理論と実践の両面から探究し、人間生活の知識を習得すると共に、新しい時代

に相応しい社会生活の知識と技術を身に付け、創造性豊かで魅力ある人間として、社会で

活躍できる人材の育成を教育目的としています。 
その教育目的を達成するため、生活学の視点を基礎に、情報・ビジネス・被服・食物の

各分野およびそれらの総合的・学際的な視点と専門的知識・技術を身に付け、かつ創造性

豊かに、何事にも真面目に積極的に取り組める人材育成を行っています。  
２ 求める学生像 
（1）知識・技能：家庭科および情報科目をはじめ、高等学校での授業科目を幅広く履修し、

十分な基礎学力をもつ者 
（2）思考力・判断力・表現力：多様な情報収集ができた上で、自分の考え・意見を作り出

し、それを表現できる者 
（3）主体性・多様性・協働性： 
・専門的な知識・技能の習得のため、関連する資格取得等に目標を置き、合格に向けて意

欲的に取り組む者 
・地域貢献活動やボランティア活動等に積極的に参加できる者 
・さまざまな課題等を最後まで取り組み、期日までに作成・提出できる者 
【保育学科】 

１ 教育目的・人材育成目標 
「保育・教育・福祉」の分野について深く専門知識を学び、「命の大切さ、それを守るた

めの優しさ」を体得し、核家族化や地域コミュニティの希薄化が育児に与える影響など、

さまざまな子育て支援の要望に対応できる福祉マインドを持った人間性豊かな保育士およ

び幼稚園教諭の育成を教育目的としています。 
その教育目的を達成するため、子どもが好きで、あらゆる人間同士のコミュニケーショ

ンを大切に思い、命の尊さを真摯に受け止め、社会や自然に対して真摯な眼差しを持てる

人材育成を行っています。  
２ 求める学生像 
（1）知識・技能：「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」などの告示文を理解できるために

必要な基礎学力（文章読解力、漢字検定３級以上程度）、さらに高等学校での授業科目を幅

広く履修し、十分な基礎学力をもつ者 
（2）思考・判断・表現：多様な情報収集ができた上で、自分の考え・意見を作り出し、そ

れを表現できる者 
（3）主体性・多様性・協働性： 
・学修の成果として保育士資格と幼稚園教諭免許状を取得し、保育者を目指す者 
・専門的な知識・技能の取得のため、何事にも意欲的に取り組める者 
・地域貢献活動やボランティア活動等に積極的に参加できる者 
・さまざまな課題等を最後まで取り組み、期日までに作成・提出できる者 
 
＜入試に関する取り組み・改善状況＞ 

・令和 6 年度入学金を、生活学科、保育学科第一部は従来の 25 万円から 15 万円に、また、 

保育学科第三部は 20 万円から 15 万円に引き下げる。 



  

・令和 6 年度の生活学科の入学定員を 90 人から 50 人に、また、保育学科第三部の入学 

 定員を 100 人から 50 人に減員する予定。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 0 人 － 0 人

生活学科 － 2 人 3人 4人 0人 0人 9人

保育学科 － 6 人 4人 5人 2人 0人 17 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

1 人 26 人 27 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

学科ごとに FD に取り組んでいる。FD 活動の一環としてシラバスの記入内容確認や授業参観等を行い、FD

活動報告書に活動内容をまとめ提出する。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活学科 90 人 30 人 33.3％ 180 人 81 人 45％ 0 人 0人

保育学科 

第一部 100 人 23 人 23.0％ 200 人 56 人 28％ 0 人 0人

保育学科 

第三部 90 人 75 人 83.3％ 270 人 164 人 60.7％ 0 人 0人

合計 280 人 128 人 ％ 650 人 301 人 46.3％ 0 人 0人

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

生活学科 
50 人

（100％）

1人

（  2％）

45 人

（  90.0％）

4人

（  8.0％）



  

保育学科 

第一部 

65 人

（100％）

1人

（  1.5％）

59 人

（  90.8％）

5人

（7.7％）

保育学科 

第三部 

56 人

（100％）

0人

（  0％）

53 人

（  94.6％）

3人

（  5.4％）

合計 
171 人

（100％）

2人

（1.2％）

157 人

（  91.8％）

12 人

（  7.0％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

生活学科 
52 人

（100％）

48 人

（92.3％）

0人

（ 0％）

4人

（7.7％）

0人

（  0％）

保育学科 

第一部 

69 人

（100％）

64 人

（92.8％）

1人

（1.4％）

4人

（5.8％）

0人

（  0％）

保育学科 

第三部 

56 人

（100％）

55 人

（98.2％）

0人

（ 0％）

1人

（1.8％）

0人

（  0％）

合計 
177 人

（100％）

167 人

（94.4％）

1人

（0.6％）

9人

（5.1％）

0人

（  0％）

（備考） 

 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 各学科において同様の取り扱いをしている。 

 授業の方法及び内容、授業計画については、すべてシラバスに記載し、学生はシラバスを確

認した上で授業の履修登録を行っている。シラバスの作成過程と記載内容については以下の

とおり。 

＜シラバスの作成過程＞ 

1 月最終週に自己点検・自己評価委員会シラバス検討作業部会を開催し、次年度シラバスの

作成要領及び作成スケジュールを確認する。作成スケジュールに従い、2月初めに次年度授業

担当者へシラバス作成要領を配布し、シラバスの作成を依頼する(作成期間約 10 日)。その後

全学共通科目は学部長、専門科目は学科長によりシラバスの記載内容の確認を行い、不備があ

るシラバスについては指導し修正する。履修登録開始までに確認と修正を繰り返し、シラバス

を完成させる。 

 

＜シラバスの記載内容＞ 

授業科目名、担当者、授業の目的と概要、授業の到達目標、授業計画、学修上の留意事項、授

業外学修の指示、学修 eポートフォリオ、成績評価基準、テキスト、参考図書、担当者の実務

経験、対象学科専攻、学年、クラス、単位数、開講時期、授業形態 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 



  

（概要） 

各学科において同様の取り扱いをしている。 

 学生の学修成果の評価方法として、期末試験を行っている。期末試験の実施方法は「筆記」

「レポート」「論文」「作品」「実技・実習」等の方法で実施する。期末試験を受験し不合格

となった場合には、「再試験」を行う。 

 成績評価基準は、期末試験やレポートの内容等に基づき、100～90 点を「S」、89～80 点を

「A」、79～70 点を「B」、69～60 点を「C」、60 点未満を「不合格」として、C評価以上を単

位認定している。なお、再試験で 60 点以上となった場合は「C」となる。 

 授業ごとの成績評価の方法はシラバスに記載されている。また成績評価の客観的指標として

「ルーブリック」を導入し、授業ごとに「ルーブリック」を作成してシラバスに添付し学生に

周知している。 

学位授与の方針について、各学部・学科単位でディプロマポリシーを策定している。策定し

たディプロマポリシーは、履修要項及び Web サイトに掲載し公表している。また新入生には履

修要項の配布と同時に、新入生オリエンテーション内で学部・学科の教育目標と方針について

説明を行っている。 

卒業の認定は「卒業判定教授会」を開催し、修得単位数および修業年限の確認を行っている。

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

短大学部 

生活学科 63 単位 有・無 50 単位

保育学科第一部 67 単位 有・無 50 単位

保育学科第三部 67～68 単位 有・無 30～40 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法：Ｗｅｂサイトでの公開 
https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

短期 

大学部 

生活学科 685,000 円 250,000 円 400,000 円教育充実費、実験実習費 

保育学科

第一部 
685,000 円 250,000 円 400,000 円教育充実費、実験実習費 

保育学科

第三部 
340,000 円 200,000 円 164,000 円教育充実費、実験実習費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

各学科において同様の取り扱いをしている。 

【初年次教育】  

 名古屋女子大学短期大学部では、入学生が短期大学での勉強や学生生活により円滑な第一

歩を踏み出せるよう、初年次教育テキスト「大学で学ぶということ」を配布している。テキ

ストは９章で構成されており、短期大学の紹介や、短期大学と高校の学びの違い、学内資源

の利用方法、進路支援などについて記述されている。オリエンテーションやクラス指導など



  

の様々な場面で本テキストを活用し、学生の修学支援を行っている。 

 また１年生前期授業科目「建学のこころ」では、学園創立者に関する DVD 鑑賞、学長講

和、学舎内にある越原記念館の巡覧等をプログラムに組み込んでおり、学生が創立者および

学園についての理解を深められるようにしている。 

【指導教員制】  

 各学科・専攻はクラス単位で編成されており、それぞれのクラスを教員が担任する｢指導教

員制｣を採用している。担任教員は学生の履修状況や成績を把握し適切な指導を行うなど、修

学上の支援をはじめとして、学生生活における様々なアドバイスを行う役割を担っている。 

【オフィスアワー】  

 各教員は学生からの様々な質問に応じるための時間「オフィスアワー」を設け、学生に公

開している。「オフィスアワー」の時間帯には研究室に在室し授業内容やその他学習に関す

る学生の様々な相談を受け付けている。  

【留学生支援】  

 留学生をサポートする海外交流室を設け、協定校との留学生送り出し、受け入れを行って

いる。また、短期留学生受け入れにあたっては、受け入れ学科教員が日本語および日本文化

に関する教育プログラムを組み対応している。さらに学生支援センターと関係する学科とで

留学生に関する情報の共有を行い修学上の支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリア支援部門の職員と各学科の教員の連携を担保するキャリア支援委員会なら

びに課程教育、キャリア支援、オープンカレッジの機能を体系化した本学独自のキャリアデ

ザインプログラムを軸に、入学直後から卒業後に至るまでのキャリア形成支援体制を構築し

ている。その中では、各種ガイダンスやセミナー等を開催や、本学統一アセスメントテスト

としての GPS-Academic の結果をキャリア支援オフィスでの個別指導等に反映するほか、イン

タンーンシップへの参加促進を通じて学生の自主積極的な姿勢の涵養を推進している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）衛生管理室では日常の体調不良者への対応を実施する他、入学後に学生が提出する

「学生保健カード」「学生健康調査」を集計し、障害手帳交付の有無やその他の疾病・症状

に関する状況を把握している。対象学生とは入学後に面談を行い、詳細確認後、対象学生に

学生相談室カウンセリング・医師の健康相談を促すまたは、教職員への支援依頼を行い、学

生への具体的支援につなげている。 

「名古屋女子大学における障害学生支援に関するガイドライン」に基づき、「疾病・障害等

にかかる支援・配慮希望申請書・同意書」の運用し、さまざまな疾病や障害等のある学生の

サポートを行っている。半期に一度、各学科教員が「疾病・障害等にかかる学生に対する支

援状況の報告書」をまとめ、衛生管理室職員が申請のあった学生との面談を行い、障害学生

支援等の状況の把握に努めている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：Web サイトで公開している 

https://www.nagoya-wu.ac.jp/info/kyoiku.php 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

42人

後半期

41人

27人

―

―

学校名

設置者名

名古屋女子大学短期大学部

学校法人越原学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

40人

25人第Ⅰ区分

学校コード F223310106969

（備考）

内
訳

―

―

家計急変による
支援対象者（年間）

―

43人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 ―

３月以上の停学 0人

年間計 ―

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

― 0人 ―

0人 0人

― 0人 ―

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 ― ― ―

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

― ― ―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


